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ェコロジーと
キリスト教
富坂キリス ト教センター編

1996年第3版 新教出版社

地球環境が直面する危機の中で，

我々が選択すべき道はなにか？

ェコロジーの分野で前衛的に取り

組む研究者と神学者との共同研究

の貴重な成果
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戦後ドイツの光と影
教会 ・政治 ・文学

富坂キリスト教センター編

1995年新教出版社

戦後50年間東西ドイツに分断

された社会の明暗をするどく分

析する

近代天皇制の形成と
キリスト教
富坂キリス ト教センター編

1996年新教出版社

明治天皇制形成期の諸問顆から大

正デモクラシーに至るまでの教会

と社会の諸問題を第一期として出

版。戦後期までをシリーズ化

心の病いとその救い
岱坂キリスト教センクー紺

心の病いとその救い

冨坂キリス ト教センター編

1996年第4版，新教出版社

心の病いについてのやさしい解説

とその救いについての専門家のア

ドパイス。非常によく読まれ，韓

国でも出版された

＇ピり竺竺編教関係史資料II
新教出版社刊

『日韓キリスト教関係史資料I』は日本側の資料のみを
収録した。こんどのIIでは一歩進んで日韓両国の資料，
なかでも韓国側から提供された資料を数多く収録するこ

とができた。このつぎは可能であれば戦後の日韓キリス

ト教関係史資料を，とりわけ韓国民主化運動における両

国教会の連帯に関する資料を含めて，両国教会史家たち

が共同で編纂し，両国で同時に出版してもいいのではな

いだろうか。

歴史の進行には混乱と騒音はつきものである。しかし

神の歴史は勝利したもうことをこの資料集も証しして

いることを忘れてはなるまい。（本書 「まえがき」より）

●富坂キリスト教センター 案内図（後楽園駅から徒歩10分）
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苦悩する
キリスト者の記録

池明観（チ・ ミョンクアン）

翰林大学教授／本資料編集委員

2号館1
富坂キ

｀ 霊
袋ー

＇ 東京ドーム・

財団法人キリスト教イーストエイジャミッション

富坂キリスト教
センター
Tomisaka Christian Center 

富坂キリスト教センターは，ドイツの東アジア伝道会を母体に生み

出された研究団体です。束アジア諸教会や諸外国の研究団体と共に，

キリスト教社会倫理の諸問題に関する学際的な研究を行っています。

Illustration by Taeko Tom,yama 

研究会 03-3812-3852 FAX 03-3812-3892 

管理部門 TEL・ FAX 03-5800-4557 

E-mail tomisaka@mti.biglobe.ne.jp 

112-0002 東京都文京区小石川2-9-4



＇富坂キリスト教センターの
おいたち

●富坂キリス ト教センターのおいたちは今から100年前の

明治時代にさかのぽることができます。そのころ， ドイ

ツの教会が日本宣教の出発点のひとつに選んだのが富坂

でした。 ドイ ツ東亜伝道会 (DeutscheOstasien Mission 

通称DOAM)は，この富坂の地で教会， 幼稚園，学生

寮，戦後は富坂セミナーハウス等を運営し，多くの日本

人キリスト者の様々な思い出を残す土地になり ました。

●その後， 1970年代に入って， ドイツ教会の海外宣教の

方針が， ドイツの教会が主導する活動から，その国の教会

とパートナーシッ プを組んで宣教活動を行う， という方針

に変わり ました。そこで誕生したのが富坂キリスト教セン

ターでした。いくつかの既存の施設が整理され，1982年か

ら富坂キリスト教センターの活動が始まりました。

富坂奨学金にご協力ください

◆1998年度～1999年度の奨学生として富坂キリ

スト教センターは以下の2名の方を選出しました。

◆朴聖竣（パク ・ソンジュン）主事

（現在ニューヨーク・ ユニオン神学校客員研究員）

の南北統一問題，束アジア研究のために

◆語恩峰（シュエ ・エンフウン）牧師

（現在同志社大学大学院博士課程）の現代中国キ

リスト教史研究のために

振替口座名 富坂キリス ト教センター

振替口座番号 00190-4-164886 

＇富坂キリスト教センターの
はたらき

● 「キリ ス ト教社会倫理の諸問題を学際的に研究する」

という方針は，試行錯誤しながらたどり着いた方法でし

た。最初に計画 した 「キ リス ト教 と天皇制研究会」

(1983-1987)は，戦前か ら戦後にかけての日本のキ リ

ス ト教会の実態を天皇制との関係において，戦争責任の

告白の立場から，神学的に，歴史的に，そして法学的に

追求 したものとなりました。〔『キリス ト教 と大昔祭」

(1987年，新教出版社）〕

●教会は，戦前のように圧政に再び巻き込まれることのな

い骨太の教会になる ように，未来に大きな夢を持った教会

として， 宣教努力を重ねています。富坂キリ ス ト教セン

ターもこの教会の宣教に仕える研究活動を秩み璽ねていき

たいと願っています。幸い， 当初から ドイツのハイデルベ

ルクにある福音主義学際学術研究所や韓国神学研究所と連

携し，特に韓国のキリスト教諸研究機関とは共同研究を積

み重ねてきました。〔一例 「日韓キリ スト教関係史資料II』

(1995年，新教出版社）〕。 これからも国際的な研究ネ ット

ワークを広げ，研究者の人的交流を璽ねていければと願っ

ています。

富坂奨学金の主旨

◆富坂キリスト教センターでは東アジアキリスト教会

で働く研究者に，さらに実り多い研究をしていただくた

めに，奨学金を提供し，より一層宣教活動の充実化を計

りたいと考えています。

◆そしてこの奨学金制度を 富坂キリスト教センターだ

けでなく，諸教会やみなさまのこ協力の下に，共同で充

実した内容に育てていきたいのです。

◆そのために献金， 募金をお願いしていますので，ぜひ

こ協力ください。よろしくお願いいたします。

◆くわしい内容をお知りになりたい教会や関係者の方々

には，資料をお送りしますので当センターまでお知ら

せください。

＇富坂キリスト教センターの
よこがお

●富坂キリ ス ト教センタ ーは日本キ リス ト教団の関係

団体， 日本キ リス ト教協議会 (NCC)準加盟団体とし

て，現在村上伸理事長の下に，13名の理事会によって

運営されています。研究活動はこれまで15年間で約

170名以上の研究者，専門家，牧師，シス ターに協力

いただき， 各研究会メンバー10名前後の構成で数年間

の共同研究を重ね， 10数冊の研究書を生み出 してき ま

した。以下の各研究会は現在，鈴木正三総主事，石井

智恵美，荒井英子各研究主事，朴聖悛協力主事，吉岡

光人， 金子啓一，片野真佐子，裂重度， 買晶淳，上山

修平，松村重雄，膵恩峰各非常勤主事が担当して運営

されています。

富坂セミナーのこ案内

◆毎年1回，各地で，セミナーの出版物を使って，富坂

セミナーを開きたいと願っています。98年は山陰地方で

開催する計画です。みなさまの地域で牧師研修を中心に，

祈りを共にし，エキュメニカルな研修会を計画可能な所

がありましたらお知らせ下さい。

■現在活動している研究会 (1997--1999)
(l) 自然・ 科学技術 ・人間研究会Il

(2) 束アジア連帯のための5ヶ国共同プロジェクト

(3) 人間の問題としての農業問題研究会

(4) 束アジアの宣教と神学研究会

(5) 在日の生活と自治研究会

(6) JPIC（正義・平和・被造物の保全）研究会

(7) 牧会心理研究会 Il

(8) キリスト教と天皇制研究会 N

(9) 近代日本キリスト教女性史研究会 Il

(10) 現代中国キリスト教史資料研究会

(l l) 日本のキリスト者インタビュープロジェクト

(12)東アジア食糧問題研究会

(13)現代世界における霊性と倫理研究会


